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1

　
　
　
序

　
本
稿
の
目
的
は
、
萬
葉
末
期
の
歌
人
大
伴
家
持
の
国
家
観
を
追
究
す
る

こ
と
に
あ
る
。

　
大
伴
家
持
は
、
萬
葉
歌
人
の
中
に
あ
っ
て
、
歌
と
は
何
か
、
人
は
な
に

ゆ
え
に
歌
を
詠
む
の
か
と
い
う
歌
そ
の
も
の
の
本
質
に
っ
い
て
の
問
い
を

発
し
た
唯
一
の
歌
人
で
あ
る
。
家
持
は
、
い
わ
ゆ
る
「
春
愁
絶
唱
三
首
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

（
巻
十
九
、
四
二
九
〇
～
四
二
九
二
）
の
左
注
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
う
ぐ
ひ
す

　
　
春
日
遅
々
に
、
鶴
鵬
正
に
喘
く
。
懐
偶
の
意
、
歌
に
非
ず
し
て
は
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
ひ
難
き
の
み
。
例
り
て
此
の
歌
を
作
り
、
式
て
締
緒
を
展
ぷ
。

　
家
持
は
、
歌
を
、
心
中
深
く
渦
巻
く
悲
緒
や
欝
情
を
開
陳
し
て
掻
い
除

け
る
た
め
の
具
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
十
七
、
三
九
二
～

三
九
二
二
の
序
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
藤
　
　
　
　
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
　
　
　
　
あ

　
　
燈
橘
初
め
て
咲
き
、
雷
公
鳥
翻
り
嘆
く
。
こ
の
時
候
に
対
ひ
、
誼
に

　
　
志
を
暢
べ
ざ
ら
め
や
。
因
り
て
三
首
の
短
歌
を
作
り
、
以
て
欝
結
の

　
こ
こ
ろ

　
　
緒
を
散
ら
さ
ま
く
の
み
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
自
然
の
景
物
（
三
九
一
一
～
三
九
＝
二
に
お
い
て
は
窪
公
鳥
）
に
触
発

さ
れ
て
生
ず
る
感
慨
に
重
ね
て
「
蟹
結
の
緒
」
を
散
じ
よ
う
と
い
う
作
歌

態
度
は
、
古
今
集
序
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
や
ま
と
歌
は
、
人
の
心
を
種
と
し
て
、
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ

　
　
り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に

　
　
思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
ひ
出
だ
せ
る
な

　
　
り
　
　
　
…

と
い
う
歌
論
に
通
ず
る
。
家
持
は
、
古
今
集
の
歌
論
の
先
駆
者
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
も
埋
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
古
代
の
歌
論
は
、
歌
人
家
持
の
登
場
と
同
時
に
、
唐
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突
に
萌
芽
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
歌
そ
の
も
の
の
本
質
に
つ

い
て
の
問
い
は
、
家
持
の
思
索
の
展
開
を
倹
っ
て
、
は
じ
め
て
生
起
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
う
た

た
問
い
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
「
倭
歌
」
の
存
在
意
義
を
明
確
に
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
は
、
す
で
に
柿
本
人
麻
呂
や
山
上
憶
良
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
家
持
の
古
代
歌
論
を
成
立
せ
し
め
る
前
提
条
件
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
天
平
五
年
（
七
三
三
年
）
三
月
一
日
、
山
上
憶
良
は
、
遣
唐
使
多
治
比

広
成
に
次
の
よ
う
な
歌
を
贈
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
か
み

　
　
神
代
よ
り
　
言
ひ
伝
て
来
ら
く
　
そ
ら
み
つ
　
大
和
の
国
は
　
皇
神

　
　
　
い
つ
く
　
　
　
　
　
　
こ
と
だ
ま
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
の
　
厳
し
き
国
　
言
霊
の
　
幸
は
ふ
国
と
　
語
り
継
ぎ
　
言
ひ
継
が

　
　
ひ
け
り
：
・
（
巻
五
、
八
九
四
）

　
ま
た
、
人
麻
呂
歌
集
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
が
あ
る
。

　
　
あ
し
は
ら
　
　
　
み
づ
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
か
む
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
あ

　
　
葦
原
の
　
瑞
穂
の
国
は
　
神
な
が
ら
　
言
挙
げ
せ
ぬ
国
　
し
か
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ

　
　
も
　
言
挙
げ
ぞ
我
が
す
る
　
言
幸
く
　
ま
幸
く
ま
せ
と
　
障
み
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
そ
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
も
へ
な
み
　
　
ち
　
へ
な
み

　
　
幸
く
い
ま
さ
ば
　
荒
磯
波
　
あ
り
て
も
見
む
と
　
百
重
波
　
千
重
波

　
　
に
敷
き
言
挙
げ
す
我
は
　
言
挙
げ
す
我
は
（
巻
十
二
、
三
二
五
三
）

　
　
　
　
反
歌

　
　
し
　
き
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
だ
ま

　
　
磯
城
島
の
大
和
の
国
は
言
霊
の
助
く
る
国
ぞ
ま
幸
く
あ
り
こ
そ
（
巻

　
　
十
三
、
三
二
五
四
）

　
憶
良
の
歌
は
、
遣
唐
使
の
赴
こ
・
？
こ
す
る
唐
国
に
対
し
て
、
「
言
霊
の
幸

は
ふ
国
」
と
し
て
の
「
大
和
の
国
」
の
在
り
方
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、

人
麻
呂
歌
集
の
歌
－
長
歌
（
＝
＝
一
五
三
）
に
波
が
多
出
す
る
こ
と
か
ら
、

遣
唐
使
に
か
か
わ
る
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
1
も
、
対
外
意
識
に
立

っ
て
、
「
大
和
の
国
」
を
「
言
霊
の
助
く
る
国
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
人
麻
呂
や
憶
良
の
「
言
霊
信
仰
」
が
国
家
意
識
と
密
接

に
結
び
っ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
「
言
霊
」
へ
の
信
仰
も
し
く
は
信
念
は
、

「
言
霊
」
が
「
倭
歌
」
と
い
う
様
式
の
中
に
お
い
て
の
み
躍
動
す
る
と
い
う
自
覚

を
と
も
な
う
。
た
と
え
ば
、
上
に
挙
げ
た
八
九
四
、
三
二
五
三
～
三
二
五

四
の
歌
々
は
、
遣
唐
使
を
賎
す
る
に
「
漢
詩
」
で
は
な
く
「
倭
歌
」
を
以
て

し
、
し
か
も
そ
の
「
倭
歌
」
の
中
に
、
「
神
な
が
ら
の
言
霊
」
を
息
づ
か
せ
よ

う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
の
表
現
と

方
法
』
上
、
一
七
ぺ
ー
ジ
参
照
）
。
つ
ま
り
、
人
麻
呂
や
憶
良
の
「
言
霊
信
仰
」

は
、
国
家
意
識
と
結
び
っ
く
と
同
時
に
「
倭
歌
」
意
識
と
も
不
可
分
に
っ

な
が
っ
て
い
る
。

　
人
麻
呂
や
憶
良
に
と
っ
て
、
「
漢
詩
」
は
す
な
わ
ち
「
唐
国
」
で
あ
り
、
「
倭

歌
」
は
す
な
わ
ち
「
日
本
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
本
古
来
の
「
倭
歌
」

を
「
言
霊
」
を
呼
び
込
む
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
表
現
形
式
と
看
倣
し
、
こ

れ
を
「
漢
詩
」
に
対
抗
し
う
る
も
の
と
し
て
価
値
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
唐
国
」
に
対
す
る
「
日
本
」
の
独
自
性
を
証
示
し
よ
う
と
企
図
し
た
。

　
「
倭
歌
」
意
識
と
国
家
意
識
と
の
結
合
は
、
家
持
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ

る
。
し
か
し
、
家
持
の
時
代
（
彼
が
歌
人
と
し
て
活
躍
の
場
を
得
た
こ
ろ
）

に
は
、
藤
原
氏
の
台
頭
と
軌
を
一
に
し
た
漢
詩
文
の
興
隆
に
と
も
な
い
、

「
倭
歌
」
は
次
第
に
衰
微
し
て
ゆ
く
方
向
に
あ
っ
た
。
「
倭
歌
」
の
衰
退
は
、

「
倭
歌
」
を
通
し
て
国
家
意
識
を
発
揚
し
よ
う
と
い
う
精
神
（
人
麻
呂
や
憶

良
の
精
神
）
が
、
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
家
持
は
、
人
麻
呂
や
憶
良
の
精
神

の
、
上
代
に
お
け
る
最
後
の
継
承
者
で
あ
っ
た
。

　
家
持
は
、
人
麻
呂
や
憶
良
の
「
倭
歌
」
意
識
に
立
脚
し
つ
つ
自
己
の
歌
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論
を
展
開
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
は
、
人
麻
呂
や
憶
良
の
国
家
意
識

を
国
家
観
（
論
）
の
高
み
に
ま
で
引
き
上
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
家
持
に
お

け
る
「
倭
歌
」
意
識
と
国
家
意
識
と
の
結
合
と
は
、
歌
論
と
国
家
観
と
の

結
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
家
持
に
お
い
て
、
歌
論
と
国
家
観
と
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
以

上
、
彼
の
国
家
観
を
追
究
す
る
過
程
は
、
彼
の
歌
論
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ

く
過
程
と
重
な
り
あ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

ま
ず
第
一
に
、
家
持
が
作
歌
の
模
範
と
し
て
称
揚
す
る
「
山
柿
の
門
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
の
国
家
観
の
機
軸
と

な
る
も
の
を
探
っ
て
み
た
い
。

「
山
柿
の
門
」
と
白
鳳
皇
権
政
治

　
家
持
は
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
年
）
三
月
三
日
、
越
中
国
の
濠
大
伴

池
主
に
送
っ
た
書
簡
（
巻
十
七
、
三
九
六
九
～
三
九
七
二
の
序
）
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
づ
か

　
　
稚
き
時
に
遊
芸
の
庭
に
渉
ら
ざ
り
し
を
以
て
、
横
翰
の
藻
、
自
ら
彫

　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
ぷ
き

　
　
轟
に
乏
し
。
幼
き
年
に
山
柿
の
門
に
運
ら
ず
し
て
、
裁
歌
の
趣
、
詞

　
　
を
聚
林
に
失
ふ
。

　
こ
こ
で
は
、
「
山
柿
の
門
」
は
「
遊
芸
の
庭
」
に
対
応
し
て
い
る
。
「
遊
芸

の
庭
」
と
は
、
『
論
語
』
の
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
1
」
ろ
ざ

　
　
子
日
く
、
道
に
志
し
、
徳
に
拠
り
、
仁
に
依
り
、
蓼
に
海
ぷ
。
（
「
述

　
　
而
」
）

な
ど
を
念
頭
に
お
い
た
表
現
で
あ
り
、
漢
詩
文
の
教
養
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
山
柿
の
門
」
は
、
日
本
古
来
の
「
倭
歌
」
に
か
か

わ
る
表
現
で
は
な
い
か
と
推
測
し
う
る
。

　
「
山
柿
の
門
」
の
「
山
柿
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
、
諸
説
紛
紛
と
し
て
い
ま
だ
に
定
説
が
な
い
。
管
見
の
お
よ
ぶ
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
諸
家
の
見
解
は
、
お
お
む
ね
次
の
四
種
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
a
山
部
赤
人
と
柿
本
人
麻
呂
を
指
す
。
（
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
L
、
澤
潟

　
　
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
、
久
松
潜
一
「
山
柿
と
日
本
的
性
格
」
国
語
と

　
　
国
文
学
十
八
巻
一
号
、
北
山
茂
夫
「
白
鳳
の
宮
廷
詩
人
－
山
柿
の
問

　
　
題
に
寄
せ
て
－
」
萬
葉
七
号
な
ど
。
）

　
b
柿
本
人
麻
呂
の
み
を
指
す
。
（
折
口
信
夫
「
柿
本
人
麻
呂
」
春
陽
堂

　
　
『
萬
葉
集
講
座
L
ユ
、
小
島
憲
之
「
上
代
作
品
解
釈
の
一
態
度
」
国
語

　
　
国
文
一
八
四
号
な
ど
。
）

　
C
山
上
憶
良
と
柿
本
人
麻
呂
を
指
す
。
（
佐
佐
木
信
綱
「
柿
本
人
麿
と
山

　
　
部
赤
人
」
『
歌
学
論
叢
』
、
久
米
常
民
「
山
柿
論
」
国
語
と
国
文
学
十

　
　
七
巻
十
号
な
ど
。
）

　
d
こ
の
道
の
先
達
を
一
括
し
た
も
の
。
と
く
に
、
山
上
憶
良
と
大
伴
旅

　
　
人
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
（
高
木
市
之
助
「
憶
良
と
旅
人
」
萬
葉
集
大

　
　
成
9
。
）

　
a
～
d
い
ず
れ
に
も
首
肯
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
、
ど
れ
に
依
拠
す
べ

き
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
「
山
柿
の
門
」
が
指
示
す
る

も
の
を
特
定
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
家
持
の
「
倭
歌
」
意
識
を
探
究
す

る
際
に
は
、
さ
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
山
柿
の
門
」

と
は
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
を
漠
然
と
象
徴
す
る
言
葉
で
は
な
か
っ
た
か
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と
推
測
し
て
も
、
家
持
の
真
意
を
等
閑
に
付
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
と
は
、
額
田
王
、
柿
本
人
麻
呂
ら
が
活
躍
す
る
白

鳳
時
代
で
あ
る
。
巻
十
一
、
巻
十
二
に
お
い
て
人
麻
呂
歌
集
の
歌
を
巻
頭

に
置
く
編
纂
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
鳳
時
代
の
作

晶
を
意
識
す
る
歌
が
萬
葉
集
中
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
な
ど
は
、
白
鳳
萬

葉
が
奈
良
朝
の
歌
人
た
ち
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
萬
葉
集
の
編
纂
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
家
持
が
、
白
鳳

萬
葉
を
「
倭
歌
」
の
範
と
看
傲
す
立
場
に
立
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。

「
幼
き
年
に
山
柿
の
門
に
運
ら
ず
」
と
い
う
言
辞
は
、
主
と
し
て
、
家
持
の

白
鳳
萬
葉
へ
の
憧
慣
と
、
白
鳳
萬
葉
の
中
に
「
倭
歌
」
の
理
想
的
な
在
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
（
2
）

方
を
求
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

　
白
鳳
萬
葉
へ
の
憧
慣
は
、
家
持
の
尚
古
主
義
（
古
典
主
義
）
の
発
露
で

あ
る
。
日
本
古
来
の
「
倭
歌
」
が
漢
詩
文
の
興
隆
に
押
さ
れ
て
次
第
に
衰

退
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
目
の
辺
り
に
し
な
が
ら
、
家
持
は
、
「
倭
歌
」
隆
盛

の
時
代
へ
の
回
帰
を
志
向
し
た
。
「
山
柿
の
門
」
と
は
、
そ
う
し
た
志
向
を

端
的
に
あ
ら
わ
す
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
尚
古
主
義
者
家
持
の
「
倭
歌
」

意
識
の
基
底
（
す
な
わ
ち
、
彼
の
歌
論
の
基
盤
）
を
簡
潔
に
示
す
指
標
で

も
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
池
主
に
あ
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
家
持
は

「
山
柿
の
門
」
（
黄
金
期
の
「
倭
歌
」
）
へ
の
憧
慣
を
表
明
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
ら
の
歌
論
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
が
尚
古
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
白
鳳
時
代
は
、
律
令
体
制
の
確
立
期
で
あ
り
、
こ
と
に
天
武
、
持
統
、

文
武
の
治
政
は
、
「
古
代
の
天
皇
親
政
の
黄
金
時
代
」
（
北
山
茂
夫
■
大
伴

家
持
』
二
六
ぺ
ー
ジ
）
に
あ
た
る
。
っ
ま
り
、
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
は
、

律
令
制
国
家
の
確
立
期
と
重
な
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
偶

然
で
は
な
い
。

　
白
鳳
時
代
、
と
く
に
天
武
。
持
統
朝
に
お
い
て
は
、
大
化
前
代
ま
で
半

独
立
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
臣
・
連
・
国
造
な
ど
の
氏
族
の
族
長
が
律
令

制
官
僚
へ
と
変
貌
を
遂
げ
（
井
上
光
貞
「
律
令
体
制
の
成
立
」
日
本
歴
史
古

代
3
参
照
）
、
天
皇
は
整
備
さ
れ
た
国
家
機
構
の
統
轄
者
と
し
て
絶
対
的

な
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
、
に
い
た
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
、
「
白
鳳
皇
権
政
治
」
と
呼
ぶ
べ
き
政
権
の
成
立

は
、
萬
葉
人
に
、
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
中
央
集
権
国
家
の
完
成
を
認
識
せ

し
め
、
彼
ら
の
国
家
意
識
を
昂
揚
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
国
家
意
識
こ

そ
が
、
萬
葉
人
の
作
歌
へ
の
情
熱
を
煽
り
、
「
倭
歌
」
の
黄
金
期
を
現
出
せ

し
め
る
動
因
と
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
「
吉
野
の
宮
に
幸
す
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
」

と
題
す
る
人
麻
呂
の
行
幸
従
駕
の
歌
四
首
（
巻
一
、
三
六
～
三
九
）
は
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
つ
か
み

皇
を
神
と
し
て
賛
仰
す
る
「
現
人
神
思
想
」
や
、
目
然
神
（
山
神
、
川
の
神
）

に
対
す
る
天
皇
の
優
越
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
鳳
皇
権
ー

こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
持
統
政
権
を
指
す
1
の
絶
対
性
を
確
認
す
る
（
三

八
、
三
九
）
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
絶
対
的
皇
権
が
確
立
さ
れ
た
国
家
に

お
い
て
臣
下
と
し
て
天
皇
に
仕
え
る
喜
び
と
衿
持
と
を
表
出
し
よ
う
（
三

六
、
三
七
）
と
い
う
意
図
の
も
と
に
詠
ま
れ
て
い
る
（
本
稿
二
参
照
）
。
こ

れ
ら
の
四
首
は
、
律
令
制
国
家
の
確
立
を
目
の
辺
り
に
し
た
萬
葉
人
が
、

国
家
意
識
の
高
ま
り
に
刺
激
さ
れ
て
作
歌
意
識
を
燃
や
し
た
こ
と
の
好
個

の
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
倭
歌
」
は
白
鳳
皇
権
政
治
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て

栄
え
た
。
皇
権
政
治
の
弱
体
化
（
本
稿
三
参
照
）
に
と
も
な
い
、
次
第
に
、

「
倭
歌
」
が
漢
詩
文
に
地
歩
を
譲
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
、
あ
え
て
「
倭

歌
」
に
固
執
し
た
尚
古
主
義
者
大
伴
家
持
に
、
白
鳳
皇
権
政
治
の
確
立
こ

そ
が
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
を
現
出
せ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
家
持
の
「
山
柿
の

門
」
へ
の
憧
れ
は
、
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
へ
の
憧
慣
で
あ
る
と
同
時
に
、

白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
憧
慣
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
う
る
。

こ
の
推
測
の
当
否
は
、
家
持
の
詠
歌
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二
、
伴
造
意
識
の
発
揚

　
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
年
－
四
月
十
四
日
、
天
平
感
宝
元
年
と
改
元
℃

さ
ら
に
、
七
月
二
日
に
は
天
平
勝
宝
元
年
と
改
元
）
四
月
一
日
、
聖
武
天

皇
は
、
東
大
寺
盧
舎
那
仏
の
前
で
、
陸
奥
国
か
ら
金
（
く
が
ね
）
が
産
出

し
た
こ
と
を
謝
す
る
詔
（
第
十
二
詔
と
第
十
三
詔
）
を
発
し
た
。
そ
の
詔

（
第
十
三
詔
）
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ら
が
み
か
ど

　
　
ま
た
、
大
伴
佐
伯
の
・
宿
祢
は
、
常
も
云
ふ
如
く
、
天
皇
朝
守
り
仕
へ

　
　
　
　
　
か
へ
り
み
　
　
い
ま
し
お
や
く

　
　
奉
る
こ
と
顧
な
き
人
ど
も
に
あ
れ
ば
、
汝
た
ち
の
祖
ど
も
の
云
ひ
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
づ

　
　
ら
く
、
海
行
か
ば
水
漬
く
屍
、
山
行
か
ば
草
生
す
屍
、
大
君
の
辺
に

　
　
こ
そ
死
な
め
の
ど
に
は
死
な
じ
と
云
ひ
来
る
人
ど
も
と
な
も
聞
し
召

　
　
　
　
　
　
　
と
ほ
す
め
ろ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
す
。
是
を
以
て
遠
天
皇
の
御
世
を
始
め
て
、
今
朕
が
御
世
に
当
り
て

　
　
　
う
ち
の
い
く
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　
も
、
内
兵
と
思
ほ
し
め
し
て
こ
と
は
な
も
遣
は
す
。
故
、
是
を
以
て
、

　
　
子
は
祖
の
心
な
す
い
し
、
子
に
は
あ
る
べ
し
。
こ
の
心
失
は
ず
し
て
、

　
あ
か
き
き
ょ
き
こ
こ
ろ

　
　
明
浄
心
を
以
て
仕
へ
奉
れ
と
し
て
な
も
：
・
（
■
続
日
本
紀
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
の
い
く
さ

　
大
伴
・
佐
伯
両
氏
の
「
内
兵
」
と
し
て
の
誉
れ
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
き
き
よ
き
こ
こ
ろ

両
氏
に
対
し
て
ま
す
ま
す
「
明
浄
心
」
を
以
て
仕
え
る
よ
う
に
要
請
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

こ
の
詔
は
、
当
時
越
中
国
守
と
し
て
任
に
励
ん
で
い
た
家
持
の
心
を
奮
い

立
た
せ
た
。
家
持
は
、
皇
室
の
藩
屏
と
し
て
の
自
覚
も
あ
ら
た
に
、
こ
の

詔
書
を
賀
す
る
四
首
の
歌
を
詠
ん
だ
。
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
の
こ

と
で
、
そ
の
長
歌
は
、
家
持
の
数
あ
る
作
の
中
で
最
大
の
量
を
誇
る
（
萬

葉
集
の
長
歌
二
六
二
首
中
第
三
位
）
。

　
　
み
ち
の
く
の
く
に
　
く
が
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
陸
奥
国
に
金
を
出
だ
す
詔
書
を
賀
く
歌
井
せ
て
短
歌

　
　
　
　
　
　
み
づ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ろ
き

　
　
葦
原
の
　
瑞
穂
の
国
を
　
天
降
り
　
知
ら
し
め
し
け
る
　
皇
祖
の

　
　
　
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　
　
ひ
つ
ぎ

　
　
神
の
命
の
　
御
代
重
ね
　
天
の
日
継
と
　
知
ら
し
く
る
　
君
の
御
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
も

　
　
御
代
　
敷
き
ま
せ
る
　
四
方
の
国
に
は
　
山
川
を
　
広
み
厚
み
と

　
た
て
ま
つ
　
　
　
み
つ
き
た
か
ら

奉
る
御
調
宝
は
数
へ
得
ず
尽
し
も
か
ね
つ
　
し
か
れ
ど
も

　
　
　
　
　
も
ろ
ひ
と
　
　
　
い
ざ
な

我
が
大
君
の
　
諸
人
を
　
誘
ひ
た
ま
ひ
　
よ
き
こ
と
を
　
始
め
た
ま

　
　
　
く
が
ね
　
　
　
　
　
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
な
や

ひ
て
　
金
か
も
　
確
け
く
あ
ら
む
と
　
思
ほ
し
て
　
下
悩
ま
す
に

と
り
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ま
　
　
　
　
　
　
み
ち
の
く
　
　
　
　
を
た

鶏
が
鳴
く
　
東
の
国
の
　
陸
奥
の
　
小
田
な
る
山
に
　
金
あ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
っ
ち
　
　
　
　
　
あ
ひ

申
し
た
ま
へ
れ
　
御
心
を
　
明
ら
め
た
ま
ひ
　
天
地
の
　
神
相
う
づ

　
　
　
　
　
　
　
み
た
ま

な
ひ
　
皇
祖
の
　
御
霊
助
け
て
　
遠
き
代
に
　
か
か
り
し
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

我
が
御
代
に
　
顕
は
し
て
あ
れ
ば
　
食
す
国
は
　
栄
え
む
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
そ
と
も
　
　
を
　
　
　
ま
つ

神
な
が
ら
　
思
ほ
し
め
し
て
　
も
の
の
ふ
の
　
八
十
伴
の
男
を
　
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
ひ
と
　
　
を
み
な
わ
ら
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

ろ
へ
の
　
向
け
の
ま
に
ま
に
　
老
人
も
　
女
童
も
　
し
が
願
ふ
　
心

だ
　
　
　
　
　
　
な

足
ら
ひ
に
　
撫
で
た
ま
ひ
　
治
め
た
ま
へ
ぱ
　
こ
こ
を
し
も
　
あ
や

た
ふ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
む
お
や

に
貴
み
　
嬉
し
け
く
　
い
よ
よ
思
ひ
て
　
大
伴
の
　
遠
つ
神
祖
の
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お
ほ
く
め
ぬ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ

　
　
そ
の
名
を
ば
　
大
久
米
主
と
　
負
ひ
持
ち
て
　
仕
へ
し
官
　
海
行
か

　
　
　
　
み
づ
か
ぱ
ね
　
　
む
お
ほ
き
み

　
　
ば
　
水
漬
く
屍
　
山
行
か
ば
　
草
生
す
屍
　
大
君
の
　
辺
に
こ
そ
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
だ

　
　
な
め
　
か
へ
り
見
は
　
せ
じ
と
言
立
て
　
ま
す
ら
を
の
　
清
き
そ
の

　
　
　
　
い
に
し
へ

　
　
名
を
　
古
よ
　
今
の
を
っ
っ
に
　
流
さ
へ
る
祖
の
子
ど
も
ぞ
　
大

　
　
伴
と
　
佐
伯
の
氏
は
　
人
の
祖
の
　
立
つ
る
言
立
て
　
人
の
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　
祖
の
名
絶
た
ず
大
君
に
　
奉
ろ
ふ
も
の
と
　
言
ひ
継
げ
る
言
の

　
つ
か
さ
　
　
あ
ず
さ
ゆ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
ぎ
た
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
あ
さ

　
　
官
ぞ
　
檸
弓
　
手
に
取
り
持
ち
て
　
剣
大
刀
　
腰
に
取
り
個
き
　
朝

　
　
ま
も
　
　
　
ゆ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
ど
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
守
り
夕
の
守
り
に
　
大
君
の
　
御
門
の
守
り
　
我
れ
を
お
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
乙
と

　
　
人
は
あ
ら
じ
と
　
い
や
立
て
　
患
ひ
し
増
さ
る
　
大
君
の
　
御
言
の

　
　
さ
き

　
　
幸
の
　
聞
け
ば
貴
み
（
巻
十
八
、
四
〇
九
四
）

　
　
ま
す
ら
を
の
心
思
ほ
ゆ
大
君
の
御
言
の
幸
を
聞
け
ば
貴
み
（
巻
十
八
、

　
　
四
〇
九
五
）

　
　
　
　
　
　
　
か
む
お
や
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
し
め

　
　
大
伴
の
遠
つ
神
祖
の
奥
つ
城
は
し
る
く
標
立
て
人
の
知
る
べ
く
（
巻

　
　
十
八
、
四
〇
九
六
）

　
　
す
め
ろ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
が
ね

　
　
天
皇
の
御
代
栄
え
む
と
東
な
る
陸
奥
山
に
金
花
咲
く
（
巻
十
八
、
四

　
　
〇
九
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
ま
や

　
短
歌
四
〇
九
六
が
「
大
伴
の
先
祖
の
御
霊
屋
に
、
人
目
に
立
つ
よ
う
に

印
を
つ
け
よ
」
と
う
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
の

「
陸
奥
国
に
金
を
出
だ
す
詔
書
を
賀
く
歌
」
（
以
下
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
と
略

記
）
四
首
は
、
天
皇
の
権
威
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
栄
え
た
大
伴
氏

の
伝
統
を
誇
示
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
つ
。
家
持
は
、
「
海
行
か
ば

水
漬
く
屍
　
山
行
か
ば
　
草
生
す
屍
　
大
君
の
　
辺
に
こ
そ
死
な
め
　
か

へ
り
見
は
せ
じ
」
と
い
う
忠
誠
心
を
以
て
皇
室
に
奉
仕
し
て
き
た
大
伴
氏

の
存
在
意
義
を
高
か
ら
し
め
る
も
の
は
、
皇
権
の
隆
盛
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
彼
が
長
歌
四
〇
九
四
に
お
い
て
、
「
葦
原

の
　
瑞
穂
の
国
を
　
天
降
り
　
知
ら
し
め
し
け
る
：
・
」
と
い
う
天
孫
降

臨
神
話
に
よ
っ
て
皇
権
の
絶
対
性
を
確
証
し
よ
う
と
企
図
す
る
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
は
、
天
皇
と
大
伴
氏
の
君
臣
関
係
の

在
り
方
を
強
調
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
家
持
の
思
考

は
、
ひ
た
す
ら
天
皇
と
大
伴
氏
の
関
係
の
み
を
め
ぐ
っ
て
旋
回
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

　
天
平
勝
宝
二
隼
（
七
五
〇
年
）
作
の
挽
歌
に
お
い
て
、
家
持
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
そ
と
も
　
　
を

　
　
天
地
の
　
初
め
の
時
ゆ
　
う
つ
そ
み
の
　
八
十
伴
の
男
は
　
大
君
に

　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ

　
　
奉
ろ
ふ
も
の
と
　
定
ま
れ
る
　
官
に
し
あ
れ
ば
：
・
（
巻
十
九
、
四

　
　
二
一
四
）

と
詠
じ
、
「
八
十
伴
の
男
」
を
天
皇
に
「
奉
ろ
ふ
」
べ
き
存
在
と
し
て
規
定

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
す
で
に
、
「
も
の
の
ふ
の
　
八
十
伴
の

男
を
　
奉
ろ
へ
の
　
向
け
の
ま
に
ま
に
　
老
人
も
　
女
童
も
　
し
が
願
ふ

心
足
ら
ひ
に
　
撫
で
た
ま
ひ
　
治
め
た
ま
へ
ば
」
と
い
う
「
詔
書
を
賀
く

歌
」
の
中
の
一
節
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
っ
ま
り
、
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
の
家
持
は
、
天
皇
を
絶
対
的
な
政
治
権
力

の
掌
握
者
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
文
武
百
官
（
八
十
伴
の
男
）
を
ひ
た

す
ら
皇
権
に
奉
仕
す
べ
き
存
在
と
看
傲
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
と
大
伴

氏
と
の
君
臣
関
係
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
と
文
武
百
官
と
の
君
臣
関
係
を
も

規
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
家
持
が
「
大
伴
氏
的
伴
造
意
識
」
（
北
山
茂
夫
『
大
伴
家

持
L
一
九
九
ぺ
ー
ジ
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
自
ら
の
「
伴
造
意
識
」
を
、
大
伴
一
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族
以
外
の
他
の
す
べ
て
の
官
僚
の
間
に
も
敷
術
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
。
先
に
挙
げ
た
宣
命
第
十
三
詔
が
、
大
伴
、
佐
伯
両
氏
の

「
内
兵
」
と
し
て
の
名
誉
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
伴
氏
は
元
来
、

皇
室
の
警
護
の
任
を
担
当
す
る
軍
事
的
伴
造
で
あ
る
。
律
令
体
制
の
確
立

に
と
も
な
い
そ
の
実
質
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
家
持
を
は
じ

め
と
し
て
大
伴
一
族
は
、
軍
事
的
伴
造
と
し
て
の
衿
持
を
捨
て
て
は
い
な

か
っ
た
。
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
の
短
歌
四
〇
九
五
の
「
ま
す
ら
を
の
心
思
ほ

ゆ
」
と
い
う
表
現
は
、
家
持
が
武
人
と
し
て
の
自
覚
に
燃
え
て
い
た
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
家
持
は
、
こ
う
し
た
自
覚
に
基
づ
い
て
、
大
伴

一
族
以
外
の
他
の
す
べ
て
の
律
令
制
官
僚
に
対
し
て
も
、
「
八
十
伴
の
男
」

は
「
大
君
に
　
奉
ろ
ふ
」
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
「
伴
造
意
識
」
を
発
揚

し
つ
つ
、
各
々
の
立
場
か
ら
「
明
浄
心
」
を
も
っ
て
皇
権
の
繁
栄
の
た
め

に
奉
仕
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
「
伴
造
意
識
」
の
発
揚
は
、
絶
対
的
な
皇
権
の
も
と
に
お
い
て
こ
そ
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ね
な

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
麻
呂
の
、
「
も
も
し
き
の
　
大
宮
人
は
　
舟
並
め

　
　
　
　
　
　
ふ
な
ぎ
ほ

て
　
朝
川
渡
り
　
舟
競
ひ
　
夕
川
渡
る
　
こ
の
川
の
　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
そ
そ
　
　
　
　
　
　
み
や
こ

こ
の
山
の
　
い
や
高
知
ら
す
　
水
激
く
　
滝
の
宮
処
は
　
見
れ
ど
　
飽
か

ぬ
か
も
」
（
巻
一
、
三
六
）
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
皇
権
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

奉
仕
に
無
限
の
喜
悦
を
見
出
そ
う
と
す
る
精
神
は
、
白
鳳
皇
権
政
治
（
と

く
に
天
武
、
持
統
の
治
政
）
の
確
立
を
侯
っ
て
は
じ
め
て
生
起
し
え
た
と

言
え
よ
う
。

　
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
の
家
持
は
、
「
伴
造
意
識
」
を
強
調
す
る
に
あ
た
っ

て
、
聖
武
の
権
威
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
己
の
権
勢
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
「
三
宝
の
威
霊
」
に
求
め
、
自
ら
「
三
宝
の
奴
」
と
称
す
る
聖
武
は
、
政

治
的
か
つ
宗
教
的
な
活
力
に
お
い
て
、
天
武
や
持
統
に
く
ら
べ
て
い
ち
じ

る
し
く
劣
っ
て
い
た
。
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
の
家
持
、
す
な
わ
ち
、
天
平
感

宝
元
年
五
月
十
二
日
の
家
持
（
当
時
三
十
二
歳
）
に
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
み
や

て
の
明
確
な
認
識
は
な
か
っ
た
。
同
年
五
月
十
四
日
作
の
「
吉
野
の
離
宮

　
い
で
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

に
幸
行
さ
む
時
の
た
め
に
儲
け
て
作
る
歌
」
（
巻
十
八
、
四
〇
九
八
～
四

一
〇
〇
－
以
下
「
儲
作
歌
」
と
略
記
）
が
、
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
と
同
様
に
、

皇
権
の
絶
対
性
と
「
伴
造
意
識
」
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る

点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
ろ
の
家
持
は
、
聖
武
を
天
武
、
持
統
に

も
匹
敵
し
う
る
君
主
と
看
傲
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
儲
作
歌
」
に
は
、

　
い
に
し
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
古
を
思
ほ
す
ら
し
も
我
ご
大
君
吉
野
の
宮
を
あ
り
通
ひ
見
す
（
巻
十

　
　
八
、
四
〇
九
九
）

と
い
う
反
歌
が
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
古
」
と
は
、
天
武
朝
に
お
け
る
皇
権

の
繁
栄
を
っ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、
頻
繁
に
吉
野
へ
の

行
幸
が
行
わ
れ
た
持
統
朝
の
こ
ろ
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
（
澤
潟
久
孝
『
萬

葉
集
注
釈
。
参
照
）
。
つ
ま
り
、
「
儲
作
歌
」
の
家
持
は
、
聖
地
吉
野
を
基

盤
に
し
て
起
っ
た
持
統
・
文
武
の
盛
期
を
、
ひ
い
て
は
天
武
の
治
政
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
聖
武
の
吉
野
行
幸
を
想
定
し
て
い
る
。
家
持
は
、
聖

武
に
、
天
武
天
皇
の
影
に
蔽
わ
れ
た
持
統
女
帝
の
影
像
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
。
聖
武
政
権
の
絶
対
性
を
確
認
し
つ
つ
、
「
伴
造
意
識
」
を
発
揚
す
る

と
き
、
家
持
は
、
聖
武
の
治
政
に
白
鳳
皇
権
政
治
の
幻
影
を
見
出
し
て
い

た
と
言
え
よ
う
。

　
「
儲
作
家
」
四
〇
九
八
と
「
吉
野
の
宮
に
幸
す
時
に
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

作
る
歌
」
三
六
の
語
旬
の
類
似
は
、
「
儲
作
歌
」
の
家
持
が
人
麻
呂
を
意
識
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し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
家
持
は
、
聖
武
を
持
統
に
擬
す
る
と
同
時
に
、

自
ら
を
人
麻
呂
の
位
置
に
立
た
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

家
持
に
お
い
て
、
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
憧
慣
と
、
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
へ

の
憧
僚
（
す
な
わ
ち
「
山
柿
の
門
」
へ
の
憧
慣
）
と
が
相
即
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
い

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
家
持
の
国
家
観
の
基
と
な
る
二
つ
の
要
素
が

明
確
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
素
と
は
、
工
皇
権
に
絶
対
性
を

求
め
よ
う
と
い
う
姿
勢
1
こ
れ
は
、
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
憧
慣
と
し
て

表
出
さ
れ
る
－
と
、
2
「
伴
造
意
識
」
の
発
揚
で
あ
る
。
1
と
2
は
、

相
互
に
絡
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
家
持
の
国
家
観
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
そ

の
形
成
過
程
を
最
も
あ
ら
わ
に
示
す
も
の
は
、
家
持
三
十
九
歳
の
折
の

「
族
を
愉
す
歌
」
三
首
で
あ
る
。

三
、
配
紀
的
精
神
の
継
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
L
　
び

　
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
年
）
五
月
、
出
雲
守
従
四
位
上
大
伴
古
慈
斐

は
、
内
竪
淡
海
三
船
と
と
も
に
朝
廷
誹
諺
の
罪
に
問
わ
れ
、
任
を
解
か
れ

た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
の
古
慈
斐
莞
伝
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

　
　
丁
酉
、
大
和
守
従
三
位
大
伴
宿
祢
古
慈
斐
莞
ず
。
（
中
略
）
勝
宝
年
中

　
　
に
、
従
四
位
上
衛
門
督
に
累
遷
す
。
俄
に
出
雲
守
に
遷
さ
る
。
疎
外

　
　
せ
ら
れ
て
よ
り
、
意
常
に
欝
々
た
り
。
紫
微
内
相
藤
仲
満
〔
仲
麻
呂
〕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
諏
る
に
誹
誇
を
以
て
し
て
、
土
佐
守
に
左
降
せ
り
。
促
し
て
任
に
之

　
　
か
し
む
：
・
。
（
宝
亀
八
年
八
月
十
九
日
の
条
。
〔
〕
内
は
本
稿
の

　
　
補
入
）

　
天
平
勝
宝
八
年
当
時
、
台
閣
の
実
権
は
、
大
納
言
藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ

て
掌
握
さ
れ
っ
っ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
致
仕
し
た
と
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

え
、
反
仲
麻
呂
派
の
首
魁
前
左
大
臣
橘
諸
兄
は
い
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
諸

兄
の
息
奈
良
麻
呂
は
、
大
伴
古
麻
呂
、
大
伴
古
慈
斐
、
小
野
東
人
ら
と
結

一
1
0
㍗

ん
で
、
仲
麻
呂
と
の
対
決
の
姿
勢
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
仲
麻
呂
は
、
奈
良
麻
呂
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

（
反
伸
麻
呂
派
）
の
抹
殺
を
目
指
し
、
着
々
と
謀
略
の
手
を
広
げ
て
ゆ
く
。

上
に
挙
げ
た
。
続
日
本
紀
L
の
記
述
を
勘
考
す
る
な
ら
ば
、
古
慈
斐
解
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

事
件
は
、
そ
う
し
た
謀
略
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
慈
斐
解
任
事
件
は
、
奈
良
麻
呂
に
与
す
る
人
々
の
反
感
を
煽
っ
た
。

こ
と
に
、
大
伴
一
族
の
内
部
で
は
、
仲
麻
呂
排
撃
の
気
運
が
沸
騰
し
た
。

天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
、
家
持
は
、
こ
う
し
た
気
運
を
抑
え
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）
　
　
．
つ
が
ら

に
、
大
伴
氏
の
族
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
「
族
を
愉
す
歌
」
（
以
下
「
愉

族
歌
」
と
記
す
）
と
題
す
る
三
首
の
歌
を
詠
ん
だ
。

　
　
う
が
ら

　
　
　
族
を
愉
す
歌
一
首
井
せ
て
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
あ
宙
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
　
　
あ
　
も
　
　
　
　
　
す
め
ろ
き

　
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
の
門
開
き
　
高
千
穂
の
　
岳
に
天
降
り
し
　
皇
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
ご
や

　
　
の
　
神
の
御
代
よ
り
　
は
じ
弓
を
　
手
握
り
持
た
し
　
直
鹿
児
矢
を

　
　
た
ば
さ
　
　
　
　
　
お
ほ
く
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き

　
　
手
挾
み
添
へ
て
　
大
久
米
の
　
ま
す
ら
た
け
を
を
　
先
に
立
て
　
靱

　
　
　
　
　
　
　
や
ま
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
取
り
負
ほ
せ
　
山
川
を
　
岩
根
さ
く
み
て
　
踏
み
通
り
　
国
求
ぎ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
は

　
　
つ
つ
　
ち
は
や
ぶ
る
　
神
を
言
向
け
　
ま
つ
ろ
は
ぬ
　
人
を
も
和
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
は
ら

　
　
掃
き
清
め
　
仕
へ
ま
つ
り
て
　
蜻
蛉
島
　
大
和
の
国
の
　
橿
原
の

　
　
う
ね
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
し

　
　
畝
傍
の
宮
に
　
宮
柱
　
太
知
り
立
て
て
　
天
の
下
　
知
ら
し
め
し
け

　
　
　
す
め
ろ
き
　
　
　
あ
ま
　
　
ひ
つ
ぎ

　
　
る
　
天
皇
の
　
天
の
日
継
と
　
継
ぎ
て
く
る
　
君
の
御
代
御
代
　
隠

62



　
　
　
　
　
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
す
め
ら
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や

　
　
さ
は
ぬ
　
明
き
心
を
　
皇
辺
に
　
極
め
尽
し
て
　
仕
へ
く
る
　
祖
の

　
つ
か
さ
　
　
こ
と
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
み
の
こ

　
　
官
と
　
言
立
て
て
　
授
け
た
ま
へ
る
　
子
孫
の
　
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
み

　
　
見
る
人
の
　
語
り
継
ぎ
て
て
　
聞
く
人
の
　
鏡
に
せ
む
を
　
あ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な
こ
と

　
　
し
き
　
清
き
そ
の
名
ぞ
　
括
ぼ
ろ
か
に
　
心
患
ひ
て
　
空
言
も
　
祖

　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
と
も
　
　
　
・
つ
ぢ

　
　
の
名
絶
つ
な
　
大
伴
の
　
氏
と
名
に
負
へ
る
　
ま
す
ら
を
の
伴
（
巻

　
　
二
十
、
四
四
六
五
）

　
　
し
き
↓
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
磯
城
島
の
大
和
の
国
に
明
ら
け
き
名
に
負
ふ
伴
の
男
心
つ
と
め
よ

　
　
（
巻
二
十
、
四
四
六
六
）

　
っ
る
ぎ
た
ち
　
　
　
　
と
　
　
　
い
に
し
へ

　
　
剣
大
刀
い
よ
よ
磨
ぐ
べ
し
古
ゆ
さ
や
け
く
負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
ぞ

　
　
（
巻
二
十
、
四
四
六
七
）

　
家
持
は
、
「
古
事
記
や
日
本
書
紀
が
、
表
面
に
出
し
た
が
つ
て
ゐ
る
主

題
を
、
最
も
適
確
な
（
唯
一
と
は
云
は
な
い
）
形
式
で
あ
ら
は
す
こ
と
が
で

き
た
」
（
藤
間
生
大
「
大
伴
家
の
歴
史
」
萬
葉
集
大
成
5
、
二
三
八
ぺ
ー
ジ
）

歌
人
で
あ
る
と
一
言
わ
れ
る
。
皇
権
の
絶
対
性
を
天
孫
降
臨
神
話
に
よ
っ
て

根
拠
づ
け
よ
う
と
い
う
思
考
、
す
な
わ
ち
、
皇
祖
の
神
性
を
強
調
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
天
皇
と
そ
の
政
権
が
神
聖
か
つ
不
可
侵
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、
皇
権
へ
の
服
属
を
以
て
諸
氏
族
の
行
動
理
念
た

ら
し
め
よ
う
と
い
う
記
紀
の
精
神
は
、
た
し
か
に
、
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
や

「
愉
族
歌
」
な
ど
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
家
持
は
記
紀
的
精
神
の
継

承
者
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
家
持
に
お
け
る
記
紀
的
精
神
の
受
容
は
、
終
始
十
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
く
ひ

な
形
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
史
生
尾
張
少
咋
を
教
へ

愉
す
歌
」
（
四
一
〇
六
～
四
一
〇
九
、
七
四
九
年
五
月
十
五
日
作
－
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
な
む
ち
す
く
な
び
こ
な

下
「
少
咋
を
愉
す
歌
」
と
略
記
）
は
、
大
汝
と
少
彦
名
の
二
神
に
よ
っ
て
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し

代
を
代
表
さ
せ
て
い
る
が
、
記
紀
に
お
い
て
は
、
天
之
御
中
主
、
伊
耶
那

岐
、
伊
耶
那
美
、
天
照
大
御
神
な
ど
が
神
代
を
代
表
す
る
神
々
と
目
さ
れ

て
お
り
、
出
雲
の
国
を
作
っ
た
大
汝
（
大
国
主
命
）
や
そ
の
片
腕
と
し
て

働
い
た
少
彦
名
は
、
「
傍
系
的
な
神
」
に
す
ぎ
な
い
（
藤
間
生
大
、
前
掲
論

文
参
照
）
。
ま
た
、
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
（
七
四
九
年
五
月
十
二
日
作
）
は
、

大
伴
氏
の
遠
祖
は
大
久
米
主
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
記
紀
は
、
大
伴
氏

の
先
祖
と
し
て
天
忍
日
命
、
日
臣
命
、
道
臣
命
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

大
久
米
主
と
い
う
名
を
伝
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
「
少
咋
を
愉
す
歌
」
や
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
を
詠
ん
だ
こ
ろ
の
家
持
に

お
い
て
は
、
記
紀
的
精
神
を
忠
実
に
継
承
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
必
ず
し

も
強
固
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
家
持
が
記
紀
的
精
神
の
完
壁
な
継
承
者
と
し
て
姿
を
現
わ
す
の
は
「
愉

族
歌
」
（
七
五
六
年
六
月
十
七
日
作
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
愉
族
歌
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と
ま
と
こ
お
ふ
ふ
す
ま
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
ひ
乙
く
に
て
る

　
　
一
書
に
日
は
く
、
高
皇
産
霊
尊
、
真
床
覆
衰
を
以
て
、
天
津
彦
国
光

　
　
ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
い
は
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の

　
　
彦
火
襲
襲
杵
尊
に
嚢
せ
ま
つ
り
て
、
則
ち
天
磐
戸
を
引
き
開
け
、
天

　
　
や
　
へ
た
な
ぐ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
お
し

　
　
八
重
雲
を
排
し
分
け
て
、
降
し
奉
る
。
時
に
、
大
伴
連
の
遠
祖
天
忍

　
　
ひ
の
み
こ
と
く
め
　
　
　
　
あ
め
く
叱
つ
の
お
ほ
く
め

　
　
日
命
、
来
目
部
の
遠
祖
天
椀
津
大
来
目
を
帥
ゐ
て
：
・
（
『
日
本
書

　
　
紀
』
神
代
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
っ
　
ひ
　
こ
　
ほ
　
の
　
に
　
に
　
ぎ
　
　
み
こ
と
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
あ
め

　
　
か
れ
し
か
し
て
、
天
津
日
子
番
能
適
適
芸
の
命
に
詔
ら
し
て
、
天
の

　
　
い
は
く
ら

　
　
石
位
離
ち
、
天
の
八
重
た
な
雲
を
押
し
分
け
て
、
い
っ
の
ち
わ
き
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
し

　
　
わ
き
て
、
天
の
浮
橋
に
、
う
き
じ
ま
り
、
そ
り
た
た
し
て
、
竺
紫
の

　
　
ひ
む
か
　
　
　
　
　
　
　
く
じ
ふ
る
た
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
日
向
の
高
千
穂
の
久
士
布
流
多
気
に
天
降
り
ま
さ
し
め
た
ま
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め

　
　
か
れ
し
か
し
て
、
天
の
忍
日
の
命
・
天
津
久
米
の
命
の
二
人
、
天
の

　
い
は
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぷ
つ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め

　
　
石
靱
を
取
り
負
ひ
、
頭
椎
の
大
刀
を
取
り
侃
き
、
天
の
は
じ
1
弓
を
取
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み
さ
き

　
　
り
持
ち
、
天
の
真
鹿
児
矢
を
手
挾
み
、
御
前
に
立
ち
て
仕
へ
ま
つ
σ

　
　
き
。
（
■
古
事
記
』
上
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

と
い
う
記
紀
の
叙
述
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
愉

族
歌
」
は
、
記
紀
の
天
孫
降
臨
神
話
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
。

　
家
持
の
歌
論
は
、
尚
古
主
義
（
古
典
主
義
）
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て

い
た
。
「
愉
族
歌
」
が
記
紀
の
叙
述
に
則
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
家

持
の
国
家
観
が
、
彼
の
歌
論
と
同
様
に
、
尚
古
主
義
を
機
軸
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
家
持
の
尚
古
主
義
は
、
歌
論
に
お
い
て
は
白

鳳
時
代
を
中
心
と
す
る
「
倭
歌
」
の
黄
金
時
代
へ
の
憧
慣
（
「
山
柿
の
門
」

へ
の
憧
慣
）
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
国
家
観
に
お
い
て
は
白
鳳
皇
権

政
治
へ
の
憧
慣
と
し
て
発
現
し
た
。
周
知
の
ご
と
く
、
記
紀
は
、
天
武
・

持
統
朝
の
こ
ろ
の
政
治
理
念
ー
そ
れ
は
、
文
武
、
元
明
、
元
正
、
さ
ら

に
は
聖
武
の
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
1
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ

て
い
る
（
記
は
元
明
朝
に
、
紀
は
元
正
朝
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成
）
。
白
鳳
皇

権
政
治
に
、
国
政
、
ひ
い
て
は
国
家
の
理
想
的
な
在
り
方
を
求
め
よ
う
と

い
う
姿
勢
は
、
当
然
、
記
紀
の
叙
述
や
そ
の
精
神
を
尊
重
す
る
態
度
に
つ

な
が
っ
て
ゆ
く
。
「
詔
書
を
賀
く
歌
」
や
「
儲
作
歌
」
（
四
〇
九
八
～
四
一

〇
〇
）
を
詠
ん
だ
こ
ろ
の
家
持
が
漢
然
と
示
し
た
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
憧

れ
は
、
「
輸
族
歌
」
に
至
っ
て
、
記
紀
的
精
神
の
発
揚
と
い
う
形
で
具
体
化

し
た
。
家
持
の
国
家
観
の
成
立
過
程
は
、
「
愉
族
歌
」
に
お
い
て
そ
の
最
終

段
階
を
迎
え
た
と
言
え
よ
う
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
家
持
の
国
家
観
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、

皇
権
の
絶
対
性
に
っ
い
て
の
確
信
と
伴
造
意
識
で
あ
る
。
「
愉
族
歌
」
は
、

記
紀
の
叙
述
を
根
拠
と
し
て
皇
権
の
絶
対
性
を
証
示
す
る
。
皇
権
の
絶
対

性
の
確
認
は
、
伴
造
意
識
の
尖
鋭
化
を
可
能
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
愉

族
歌
」
は
、
記
紀
の
叙
述
（
天
孫
降
臨
神
話
）
に
基
づ
い
て
皇
権
の
絶
対
性

を
確
認
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
「
隠
さ
は
ぬ
　
明
き

心
を
　
皇
辺
に
　
極
め
尽
し
て
」
仕
え
る
こ
と
を
至
上
の
価
値
と
す
る
伴

造
意
識
の
発
揚
を
促
す
、
と
い
う
思
想
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
「
愉
族
歌
」
に
お
い
て
は
、
記
紀
の
叙
述
と
そ
の
精
神
が
、
皇
権

の
絶
対
性
に
つ
い
て
の
確
信
と
伴
造
意
識
と
を
直
載
的
に
結
合
さ
せ
る
た

め
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
総
合
す
れ
ば
、
家
持
の
国
家
観
は
次
の
よ

う
な
概
観
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
家
持
は
、
天
武
、
持
統
の
ご
と
き
絶

対
的
な
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
天
皇
が
、
神
的
か
つ
超
越
的
存
在
と
し
て

■
諸
人
の
頭
上
は
る
か
に
君
臨
し
、
こ
れ
に
、
「
明
浄
心
」
を
有
す
る
文
武
百

官
（
八
十
伴
の
男
）
が
忠
誠
心
を
尽
し
て
奉
仕
す
る
よ
う
な
国
家
を
、
自

ら
の
理
想
と
し
て
思
い
描
い
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
家
持
が
官
僚
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
ろ
の
律
令
制

国
家
は
、
彼
の
理
想
と
は
か
け
離
れ
た
様
態
を
示
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

橘
奈
良
麻
呂
の
乱
に
お
い
て
、
奈
良
麻
呂
、
大
伴
古
麻
呂
、
小
野
東
人
、

大
伴
古
慈
斐
ら
を
政
界
か
ら
斥
け
、
専
横
へ
の
途
を
歩
み
は
じ
め
た
藤
原

仲
麻
呂
が
、

　
　
　
　
　
　
　
た
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
し
ま
ね

　
　
い
ざ
子
ど
も
狂
わ
ざ
な
せ
そ
天
地
の
堅
め
し
国
ぞ
大
和
島
根
は
（
巻

　
　
二
十
、
四
四
八
七
）

と
詠
み
、
自
ら
の
権
勢
を
誇
っ
た
の
は
、
家
持
が
「
愉
族
歌
」
を
詠
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

か
ら
わ
ず
か
一
年
五
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
律
令
制
は
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
制
度
で
あ
り
、
一
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切
の
政
治
権
カ
を
天
皇
の
も
と
に
集
中
さ
せ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
に
お
い
て
は
、
八
省
を
統
轄
す
る
大
政
官
の
首
座
に
あ

る
人
物
が
全
権
を
代
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
権
臣
仲
麻
呂
の
台

頭
と
政
治
的
実
権
の
掌
握
と
は
、
天
皇
の
親
政
が
行
わ
れ
え
な
い
状
況
が

現
出
し
、
律
令
制
が
そ
の
本
来
の
機
能
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
親
政
も
し
く
は
皇
親
政
治
に
理
想
を
託

そ
う
と
す
る
家
持
の
姿
勢
は
、
天
平
律
令
制
国
家
の
現
実
に
対
し
て
背
を

向
け
る
方
向
に
あ
っ
た
と
一
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
諸
家
が
、
家
持
の
「
律

令
制
以
前
の
社
会
に
生
き
た
旧
氏
族
の
体
質
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
越
し

た
、
意
識
の
古
さ
」
（
尾
崎
暢
殊
『
大
伴
家
持
論
孜
L
二
二
一
ぺ
ー
ジ
一
や
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

実
認
識
の
欠
如
を
強
調
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
家
持
が
政
治
状
勢
の
変
遷
に
つ
い
て
無
自
覚
で
あ
っ
た
か
否

か
は
、
議
論
の
余
地
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
家
持
は
、
「
倭
歌
」
の
黄
金
時

代
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
つ
つ
も
あ
え

て
「
倭
歌
」
に
固
執
し
た
歌
人
で
あ
る
。
家
持
に
お
い
て
歌
論
と
国
家
観

と
が
相
即
関
係
に
あ
る
点
を
勘
考
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
政
治
に
対
す
る
姿

勢
は
、
「
倭
歌
」
に
対
す
る
姿
勢
と
近
似
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
律
令
制
官
僚
と
し
て
の
家
持
は
、

皇
権
政
治
を
成
立
せ
し
め
る
要
素
が
次
第
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
十

分
に
把
握
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
回
帰
を
志
向
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
成
立
し
う
る
。

　
は
た
し
て
、
家
持
に
は
現
実
認
識
が
欠
如
し
て
い
た
の
か
否
か
。
最
後

に
、
「
愉
族
歌
」
三
首
と
そ
れ
に
直
続
す
る
三
首
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
を

通
し
て
、
こ
の
問
題
を
追
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
理
想
と
現
実
と
の
相
剋

　
「
愉
族
歌
」
三
首
を
詠
ん
だ
同
じ
日
（
天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
）
に
、

家
持
は
さ
ら
に
、
次
の
三
首
の
歌
を
作
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
道
を
修
め
む
と
欲
ひ
て
作
る
歌
二

　
　
　
首

　
　
う
つ
せ
み
は
数
な
き
身
な
り
山
川
の
さ
や
け
き
見
つ
つ
道
を
尋
ね
な

　
　
（
巻
二
十
、
四
四
六
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ほ

　
　
渡
る
日
の
か
げ
に
競
ひ
て
尋
ね
て
な
清
き
そ
の
道
ま
た
も
会
は
む
た

　
　
め
（
巻
二
十
、
四
四
六
九
）

　
　
　
い
の
ち

　
　
　
壽
を
願
ひ
て
作
る
歌
一
首

　
　
み
っ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
と
せ

　
　
水
泡
な
す
仮
れ
る
身
ぞ
と
は
知
れ
れ
ど
も
な
ほ
し
願
ひ
つ
千
年
の
命

　
　
を
（
巻
二
十
、
四
四
七
〇
）

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
う
つ
せ
み
」
（
人
の
身
）
の
無
常
を
訴
え
る
弱

々
し
い
表
現
に
蔽
わ
れ
て
お
り
、
大
伴
氏
の
伝
統
と
栄
誉
を
強
調
す
る
力

強
い
調
べ
を
帯
び
た
「
愉
族
歌
」
と
は
お
よ
そ
対
蹴
的
で
あ
る
。
向
じ
日
に
、

ま
っ
た
く
趣
の
異
る
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
い
っ
た
い
何

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
愉
族
歌
」
に
対
す
る
後
続
三
首
の
異
質
性
に
、
武
田
祐
吉
（
『
萬
葉
集

全
註
釈
L
）
は
思
想
の
動
揺
を
読
み
と
り
、
土
屋
文
明
（
■
萬
葉
集
私
注
L
）

は
「
凡
人
の
迷
」
を
見
出
す
。
ま
た
、
西
郷
信
綱
（
『
萬
葉
私
記
』
第
二
部

≡
二
九
ぺ
ー
ジ
）
は
、
「
私
と
公
、
内
と
外
と
に
分
裂
し
た
」
家
持
の
心
の

　
　
　
　
　
（
1
8
）

動
揺
を
強
調
す
る
。
い
ず
れ
も
天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
の
家
持
の
内

面
を
鋭
く
看
破
し
た
指
摘
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
諸
家
は
、
家
持
の
動
揺
や
「
迷
」
が
な
に
ゆ
元
に
生
じ

た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
明
確
に
言
及
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
諸
家
が
天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
の
家
持
の
意
識
の
流

れ
を
克
明
に
追
求
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
川
口
常
孝
は
、
側
「
愉
族
歌
」
（
四
四
六
五
～
四
四
六
七
）
と
⑭
「
病
に

臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
道
を
修
め
む
と
欲
ひ
て
作
る
歌
」
（
四
四
六
八

～
四
四
六
九
－
以
下
「
欲
修
道
歌
」
と
略
記
）
お
よ
び
0
「
壽
を
願
ひ
て
作

る
歌
」
（
四
四
七
0
1
以
下
「
願
壽
歌
」
と
略
記
）
の
関
係
を
弁
証
法
的

関
係
と
望
、
嵩
侵
、
㎜
－
甲
離
－
否
定
一
と
ぢ
構
造
を
も

つ
と
主
張
し
て
い
る
（
『
大
伴
家
持
』
九
五
九
ぺ
ー
ジ
）
。

　
一
般
に
、
弁
証
法
（
冒
巴
①
軍
岸
）
と
は
、
定
立
（
H
ぼ
8
）
が
そ
の
中
に

ひ
そ
む
矛
盾
の
ゆ
え
に
反
定
立
9
自
ま
ぼ
ω
①
）
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
、

そ
の
反
定
立
に
お
け
る
諸
要
素
間
の
対
立
や
矛
盾
が
止
揚
β
焦
ぎ
び
8
）

さ
れ
て
総
合
（
身
巨
ぼ
ω
①
）
が
成
り
立
つ
運
動
を
言
う
。
弁
証
法
に
お
け

る
総
合
と
は
、
定
立
、
反
定
立
を
止
揚
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
定
立

へ
の
復
帰
で
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
作
の

家
持
独
詠
歌
六
首
に
関
し
て
は
、
⑭
が
㈹
の
反
定
立
で
あ
っ
て
、
し
か
も

c
が
旧
の
中
の
矛
盾
や
対
立
を
止
揚
す
る
と
同
時
に
岨
に
復
帰
し
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
岨
が
公
的
な
立
場
か
ら
の
意
志
表
示
で
あ
る
の
に

対
し
て
日
が
「
個
」
の
心
情
の
吐
露
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
た
し
か
に
刈
と

倒
は
対
照
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
的
に
両
者
が
「
定
立
－
反
定
立
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邊
）

の
関
係
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
o
が
㈹
⑭
の
総
合
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
o
の
内
部
に
は
明
白
な
矛
盾
や
対
立
が
見
ら
れ
な
い
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
う
つ
せ
み
」
の
は
か
な
さ
に
つ
い
て
の
認
識
と
、

「
千
年
の
命
」
を
希
求
す
る
心
情
と
の
偏
差
か
ら
も
明
・
泉
な
よ
う
に
、
o

は
い
ま
だ
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
矛
盾
・
対
立
の
要
素
を
と
ど
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
o
は
㈹
⑭
の
総
合
で
は
あ
り
え
な
い
。
川
口
の
主
張
は
、

「
側
対
固
が
o
に
収
束
さ
れ
る
」
（
前
掲
書
九
五
九
ぺ
ー
ジ
）
と
解
す
る
点

に
難
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
川
口
の
主
張
は
、
「
愉
族
歌
」
三
首
に
対
す
る
後
続
三

首
の
異
質
性
の
内
実
を
、
家
持
の
意
識
の
流
れ
を
探
る
こ
と
を
通
し
て
明

ら
か
に
し
よ
う
と
企
図
す
る
と
こ
ろ
に
着
眼
の
鋭
さ
を
窺
わ
せ
る
。
も
と

よ
り
、
家
持
が
弁
証
法
的
思
考
に
則
し
て
四
四
六
五
か
ら
四
四
七
〇
ま
で

の
六
首
を
詠
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
公
的
性
格
が
濃
厚
な

「
愉
族
歌
」
を
詠
み
終
え
た
時
点
で
、
家
持
の
内
面
に
発
想
の
転
換
を
迫
る

何
か
が
生
じ
来
た
り
、
そ
れ
が
彼
の
意
識
の
流
れ
に
弁
証
法
に
類
似
し
た

展
開
を
も
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
成
立
し
う
る
。
本
稿
は
、

家
持
を
し
て
発
想
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
要
因
は
、
「
愉
族
歌
」
自
体

の
中
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
回
帰
を
理
想
と
す
る
家
持
が
、
「
愉
族
歌
」
に
お
い

て
強
調
す
る
も
の
は
、
皇
権
の
絶
対
性
と
そ
れ
を
支
え
て
立
つ
軍
事
的
伴

造
た
る
大
伴
氏
の
衿
持
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
家
持
の
時
代
に
は
、
す
で

に
大
伴
氏
は
皇
室
の
支
柱
と
し
て
の
カ
を
失
っ
て
い
た
。
い
か
に
家
持
や

大
伴
氏
の
氏
人
た
ち
が
皇
室
の
「
内
兵
」
た
ら
ん
と
欲
し
よ
う
と
も
、
も
は

や
大
伴
氏
に
は
軍
事
的
伴
造
と
し
て
の
実
質
が
と
も
な
わ
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
「
愉
族
歌
」
に
お
い
て
家
持
が
大
伴
氏
の
伝
統
を
強
調
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
彼
の
理
想
は
ま
す
ま
す
政
治
的
現
実
と
の
間
に
齪
鯖
を
き
た

す
こ
と
に
な
っ
た
。
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「
愉
族
歌
」
の
家
持
が
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性

は
大
き
い
。
つ
ま
り
、
家
持
に
は
、
自
ら
の
理
想
が
天
平
律
令
制
国
家
の

現
実
か
ら
乖
離
し
て
ゆ
く
方
向
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
明
確
な
自
覚
が

あ
り
、
そ
れ
が
「
愉
族
歌
」
を
詠
み
終
え
た
直
後
の
彼
に
「
欲
修
道
歌
」
と

「
願
壽
歌
」
と
を
詠
ま
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
愉
族
歌
」
に
お
い
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
、
理
想
と
現
実
と
の
相
剋
は
、

家
持
の
内
面
に
苦
悶
を
生
ぜ
し
め
た
。
家
持
は
、
こ
の
苦
悶
が
仏
道
修
業

に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
、
「
欲
修
道
歌
」
を
詠
ん
だ
。
「
欲

修
道
歌
」
の
家
持
は
、
理
想
と
現
実
と
の
相
剋
を
、
現
実
逃
避
（
す
な
わ

ち
仏
道
へ
の
帰
依
）
に
よ
っ
て
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

厭
世
感
に
浸
り
、
現
実
逃
避
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
家
持
は
、
大
伴
氏
の

族
長
た
る
立
場
を
放
棄
で
き
な
い
自
分
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

大
伴
氏
の
繁
栄
は
、
家
持
の
理
想
（
す
な
わ
ち
皇
権
政
治
の
復
興
）
が
実

現
を
見
た
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
族
長
と
し
て
一
族
を
隆
盛
に
導
く

義
務
を
担
う
以
上
、
家
持
は
、
自
ら
の
理
想
が
政
治
的
現
実
に
そ
ぐ
わ
な

い
事
実
を
熟
知
し
つ
つ
も
、
あ
え
て
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、
「
願
壽
歌
」
を
通
し
て
、
俗
事
に
ま
っ

わ
る
苦
渋
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
痛
恨
と
、
「
千
年
の
命
」
を
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
の
理
想
を
実
現
す
る
方
向
に
歩
み
た
い
と
い
う
願
望
と
を
表
出

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
平
律
令
制
国
家
の
現
実
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
そ

う
し
た
認
識
か
ら
生
じ
た
、
自
己
の
理
想
と
政
治
的
現
実
と
の
齪
鯖
に
つ

い
て
の
自
覚
が
、
天
平
勝
宝
八
年
六
月
十
七
日
の
家
持
に
感
興
の
異
る
二

種
類
の
歌
を
詠
ま
せ
る
動
因
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
「
輸
族
歌
」
三
首
に
対
す
る
後
続
三
首
の
異
質
性
は
、
た
だ
単

に
家
持
に
お
け
る
思
想
の
動
揺
や
心
の
迷
い
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
家

持
の
現
実
認
識
の
深
さ
や
鋭
さ
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し

た
が
っ
て
、
家
持
が
皇
権
の
絶
対
性
を
証
示
す
る
こ
と
に
固
執
す
る
点
や
、

「
伴
造
の
実
体
の
と
も
な
わ
ぬ
伴
造
意
識
」
（
北
山
茂
夫
、
前
掲
書
二
二
四

ぺ
ー
ジ
）
を
強
調
す
る
点
な
ど
に
、
意
識
の
古
さ
や
現
実
認
識
の
欠
如
を

見
出
す
見
解
は
、
容
易
に
は
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
家
持
は
、
「
倭
歌
」
の
衰
退
状
況
を
目
の
辺
り
に
し
な
が
ら
も
あ
え
て
「
倭

歌
」
に
固
執
し
た
の
と
同
様
に
、
皇
権
の
弱
体
化
を
明
確
に
認
識
し
つ
つ

も
な
お
皇
権
政
治
の
復
興
を
希
求
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

結

　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
、
大
伴
家
持
の
歌
論
の
基
底
を

な
す
も
の
を
探
り
出
す
こ
と
を
通
し
て
、
彼
の
国
家
観
を
追
究
し
よ
う
と

試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
家
持
の
国
家
観
が
記
紀
的
精
神
に
依
拠
し
つ

つ
皇
権
の
絶
対
性
と
そ
れ
を
支
え
る
伴
造
意
識
と
を
強
調
す
る
こ
と
を
主

眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
家
持
が
白
鳳
皇
権
政
治
（
と
く
に

天
武
・
持
統
朝
の
治
政
）
の
復
興
を
希
求
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
確
に

よ
つ
　
こ
o

ナ
」
　
　
↓
＾

　
家
持
に
お
い
て
は
、
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
憧
慣
と
白
鳳
萬
葉
へ
の
憧
慣

と
は
対
を
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
家
持
は
、
天
皇
親
政
の
黄
金
期
へ
の
憧

慣
と
“
「
倭
歌
」
の
黄
金
期
へ
の
憧
慣
と
を
表
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

家
観
と
歌
論
の
双
方
に
お
い
て
自
ら
が
尚
古
主
義
（
古
典
主
義
）
の
立
場
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に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
家
持
の
尚
古
主
義
は
、
現
実
認
識
の
欠
如
が
生
ぜ
し
め
た
も
の
で
は
な

い
。
家
持
に
は
、
天
平
律
令
制
国
家
に
お
け
る
皇
権
の
弱
体
化
や
、
漢
詩

文
の
興
隆
に
と
も
な
う
「
倭
歌
」
の
衰
退
な
ど
に
っ
い
て
の
明
確
な
認
識
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
あ
え
て
皇
権
の
絶
対
性
を
強
調

す
る
立
場
を
固
持
す
る
と
と
も
に
、
「
倭
歌
」
に
固
執
し
た
。
家
持
は
尚
古

主
義
を
標
構
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
現
実
に
対
し
て
ア
ン
テ
ィ
テ
ー
ゼ
を

つ
き
つ
け
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
ア
ン
テ
ィ
テ
ー
ゼ
は
、

現
実
政
治
の
変
革
を
促
す
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
「
倭

歌
」
の
繁
栄
を
復
活
さ
せ
る
動
因
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
藤
原
氏
族
政
権
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
政
治
状
勢
や
、
漢
詩
文

が
「
倭
歌
」
に
と
っ
て
か
わ
ろ
う
と
す
る
潮
流
の
前
に
は
、
家
持
の
尚
古

主
義
は
無
カ
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
天
武
、
持
統
と
い
う
絶
対
君
主
の
も
と
で
宮
廷
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た

人
麻
呂
に
お
い
て
は
、
天
皇
や
天
皇
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
「
大
和
」
と
い

う
国
家
を
賛
美
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
「
文
学
」
と
な
り
兄
「
思
想
」
と
な

り
え
た
。
国
家
意
識
と
の
不
可
分
離
的
な
結
合
関
係
の
中
で
尖
鋭
化
し
た

人
麻
呂
の
「
倭
歌
」
意
識
は
、
彼
の
公
的
な
作
品
の
中
に
幾
多
の
秀
作
を

生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
皇
権
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
時
代
を
生
き
た
家
持
に
お
い

て
は
、
公
的
な
立
場
か
ら
天
皇
と
国
家
と
を
賛
美
す
る
こ
と
は
、
も
は
や

作
歌
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
十
分
な
契
機
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
家
持

の
時
代
に
は
、
「
倭
歌
」
と
い
う
様
式
に
よ
っ
て
国
家
意
識
を
発
揚
す
る
こ

と
自
体
が
、
そ
の
意
義
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
倭
歌
」

意
識
と
国
家
意
識
と
が
次
第
に
分
化
し
て
ゆ
く
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
白
鳳
皇
権
政
治
へ
の
回
帰
を
志
向
す
る
自
己
の
国
家
観
が
天
平
の
政
治

的
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
自
覚
が
磨
ぎ
す
ま
さ
れ
る

に
つ
れ
て
、
家
持
の
歌
論
は
、
国
家
観
と
の
結
合
関
係
を
捨
象
し
て
、
次

第
に
、
「
個
」
の
立
場
か
ら
行
う
文
芸
論
へ
と
移
行
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
動

き
を
見
せ
は
じ
め
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
最
も
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る

の
が
、
「
春
愁
絶
唱
三
首
」
（
四
二
九
〇
～
四
二
九
二
）
の
左
注
の
「
懐
凋
の

意
、
歌
に
非
ず
し
て
は
掻
ひ
難
き
の
み
：
・
」
と
い
う
言
辞
で
あ
る
。

　
こ
の
言
辞
は
、
家
持
が
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
欝
情
を
散
じ
よ
う
と

意
図
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
「
春
愁
絶
唱
三
首
」
の
家
持
は
、

歌
を
、
欝
々
と
し
て
満
た
さ
れ
ざ
る
思
い
を
晴
ら
す
た
め
の
「
悲
し
き
玩

具
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
悲
し
き
玩
具
」
と
は
、
人
が
「
個
」
の
空
問
の
中
で
、
た
っ
た
ひ
と
り

で
玩
ぶ
慰
め
の
具
で
あ
る
。
家
持
が
、
歌
を
「
悲
し
き
玩
具
」
と
看
傲
し

た
こ
と
は
、
彼
が
、
公
の
立
場
か
ら
の
作
歌
よ
り
も
む
し
ろ
「
個
」
の
立
場

に
お
け
る
作
歌
に
沈
潜
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
麻
呂
以
来
公
的
な
性
格
を
濃
厚
に
帯
び
て
発
展
し
て

き
た
「
倭
歌
」
は
、
家
持
に
至
っ
て
、
私
的
な
場
に
お
け
る
「
個
」
の
心
情

の
表
出
を
主
目
的
と
す
る
表
現
形
式
へ
と
移
行
す
る
傾
き
を
示
し
は
じ
め

た
。
こ
の
こ
と
は
、
萬
葉
以
後
の
時
代
に
、
「
倭
歌
」
が
短
歌
形
式
に
お
い

て
定
着
し
、
長
歌
形
式
か
ら
訣
別
し
て
ゆ
く
こ
と
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
つ
。

一
般
に
、
長
歌
が
公
的
性
格
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
短
歌
は
私
的
性
格

を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
、
長
歌
の
衰
微
と
短
歌
形
式
の
定
着
と
は
、
「
倭
歌
」
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が
「
個
」
の
文
芸
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
家
持
は
、
国
家
意
識
と
「
倭
歌
」
意
識
と
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
意
図
し

た
点
に
お
い
て
、
紛
れ
も
な
く
人
麻
呂
や
憶
良
の
精
神
の
継
承
者
で
あ
っ

た
。
事
実
、
彼
は
人
麻
呂
や
憶
良
と
並
ぶ
、
萬
葉
き
っ
て
の
長
歌
作
者
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
彼
は
「
倭
歌
」
を
「
個
」
の
文
芸
へ
と
限

定
し
よ
う
と
い
う
志
向
を
示
し
た
点
に
お
い
て
、
「
個
」
の
心
情
を
主
に
短

歌
に
託
し
て
う
た
う
古
今
集
以
後
の
歌
人
た
ち
の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
家
持
は
、
古
代
と
中
世
と
の
接
点
に
位
置
し
て
、
古
代
の
精

神
を
受
容
し
つ
つ
中
世
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
歌
人
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
家
持
の
精
神
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
は
、
古
代
と
中
世
と
を
結
ぷ
精

神
の
架
橋
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
古
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
の
精
神
史
を
探
究
し
よ
う
と
企
図
す
る
か
ぎ
り
、
家
持
の
存
在
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
古
来
、
家
持
に
っ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
詳
細
な
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
古
代
文
学
や
古
代
政
治
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、

家
持
の
文
芸
観
や
政
治
意
識
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
多
様
な
論
究
が

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
家
持

に
対
す
る
十
分
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
い
ま
だ
に
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿

が
家
持
の
国
家
観
を
追
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
が
古
代
精
神
史
上
に

果
し
た
役
割
を
明
確
に
し
よ
う
と
企
図
し
た
所
以
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
家
持
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
本
稿
に
お
い
て
十
全
な
形
で
成

し
遂
げ
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
稿
は
、
家
持
の
国
家
観

が
天
平
の
政
治
的
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
天

平
の
政
治
状
勢
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

家
持
に
お
い
て
「
倭
歌
」
が
「
個
」
の
文
芸
と
し
て
自
覚
さ
れ
っ
っ
あ
る
過

程
は
、
個
我
意
識
が
尖
鋭
化
し
て
ゆ
く
過
程
と
軌
を
一
に
す
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
う
る
け
れ
ど
も
、
本
稿
は
こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
家
意
識
な
い
し
は
国
家
観
を
詠
み
こ
む
の
に

最
も
適
し
た
「
倭
歌
」
形
式
で
あ
る
長
歌
形
式
の
実
態
が
、
家
持
に
お
い

て
、
人
麻
呂
、
憶
良
の
そ
れ
と
い
か
に
類
似
し
、
い
か
に
質
を
異
に
す
る

か
に
っ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
究
め
る
べ
き
問
題
は

山
積
し
て
い
る
。

注（
1
）
一
般
に
、
こ
の
左
注
は
四
二
九
二
の
み
に
か
か
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
四
二
九
二
は
四
四
九
〇
～
四
二
九
一
と
内
容
的
に

一
ま
と
ま
り
を
な
す
。
左
注
は
こ
れ
ら
三
首
に
か
か
る
と
考
え
ら
れ

る
（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
の
表
現
と
方
法
L
下
、
古
典
文
学
全
集
本
『
萬

葉
集
』
頭
注
等
参
照
）
。

（
2
）
「
山
柿
の
門
」
へ
の
憧
慣
が
白
鳳
萬
葉
へ
の
憧
慣
と
同
義
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
「
山
柿
」
に
人
麻
呂
が
含
。
ま
れ
る
こ
と
は
疑
え
ず
、
し
た

が
っ
て
本
稿
に
と
っ
て
は
b
説
が
魅
力
を
も
っ
。
し
か
し
、
こ
の
一

事
を
以
て
断
定
を
下
す
こ
と
は
こ
こ
で
は
控
え
た
。

（
3
）
萬
葉
集
に
よ
れ
ば
、
家
持
は
、
天
平
十
八
年
閨
七
月
か
ら
天
平

勝
宝
三
年
七
月
ま
で
越
中
国
守
の
任
に
あ
っ
た
。
家
持
二
十
九
歳
か

．
ら
三
十
四
歳
ま
で
の
間
で
あ
る
。

（
4
）
左
注
に
、
「
右
大
伴
宿
祢
家
持
弔
智
南
右
大
臣
家
藤
原
二
郎
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
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喪
慈
母
患
也
。
」
と
あ
る
。

　
二
　
　
　
一
　
上

（
5
）
三
六
に
、
「
滝
の
宮
処
は
　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
い
う
言
辞

が
あ
る
。
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
と
、
逆
説
を
こ
め
て
満
足
を
あ
ら
わ
す

表
現
を
用
い
た
の
は
人
麻
呂
が
最
初
で
あ
り
、
し
か
も
彼
は
、
主
と

し
て
最
大
の
賛
美
の
念
を
表
出
す
る
場
合
に
こ
れ
を
使
っ
た
。
こ
う

し
た
表
現
は
、
皇
権
の
隆
盛
を
絶
対
視
す
る
精
神
の
発
露
以
外
の
何

も
の
で
も
な
か
ろ
う
。

（
6
）
天
平
十
五
年
十
月
十
五
日
の
、
盧
舎
那
仏
建
立
の
詔
に
お
い
て
、

聖
武
は
、
「
夫
有
天
下
之
富
者
朕
也
。
有
天
下
之
勢
者
朕
也
。
」
（
『
続

　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一

日
本
紀
』
）
と
述
べ
、
自
ら
の
権
勢
を
誇
示
し
な
が
ら
も
、
「
欲
頼
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
二

宝
之
威
霊
乾
坤
相
泰
、
修
萬
代
之
福
業
動
植
威
栄
」
（
同
上
）
と
語

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
上

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
宝
が
自
ら
の
権
威
を
超
越
し
て
い
る
と
い
う

認
識
を
示
し
て
い
る
。

（
7
）
天
平
勝
宝
元
年
四
月
一
日
の
、
金
の
産
出
を
仏
に
謝
す
る
詔

　
　
　
　
　
　
　
み
ほ
と
け
　
や
つ
こ
　
　
　
　
　
ま
っ
　
　
す
め
ら
　
お
ほ
み
こ
と

（
第
十
二
詔
）
に
、
「
三
宝
の
奴
と
仕
へ
奉
る
天
皇
が
命
」
（
『
続
日
本

紀
ム
）
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
言
葉
と
前
注
（
6
）
と
を
勘
考
す

れ
ば
、
聖
武
は
三
宝
を
自
ら
の
権
勢
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
8
）
た
と
え
ば
、
三
六
に
「
こ
の
川
の
　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
　
こ
の

山
の
　
い
や
高
知
ら
す
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
四
〇
九
八
に
は
、

「
こ
の
川
の
　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
．
こ
の
山
の
　
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」

と
あ
る
。
「
山
」
と
「
川
」
を
対
比
し
て
対
象
を
ほ
め
る
表
現
方
法
は
、

人
麻
呂
に
お
い
て
（
三
六
に
お
い
て
）
確
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
家

持
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
9
）
橘
諸
兄
が
官
を
辞
し
た
の
は
、
天
平
勝
宝
八
年
二
月
二
日
。
翌

年
一
月
六
日
に
死
亡
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
九
年
六
月
二
十
八

日
の
条
に
言
う
。
「
甲
辰
、
省
疋
去
勝
宝
七
歳
冬
十
一
月
、
太
上
天

皇
不
予
。
時
左
大
臣
橘
朝
臣
諸
兄
祇
承
人
佐
味
宮
守
告
云
、
大
臣
飲

酒
之
庭
、
言
辞
元
礼
、
梢
有
反
状
云
云
。
太
上
天
皇
優
容
不
答
。

　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

大
臣
知
之
、
後
歳
致
仕
。
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
兄
は
宴
席
に
お
い

　
　
　
レ

て
朝
廷
に
対
し
て
何
ら
か
の
不
満
－
お
そ
ら
く
は
藤
原
仲
麻
呂
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
満
で
あ
ろ
う
（
『
大
日
本
史
』
注
参
照
）
■

1
を
も
ら
し
、
そ
れ
が
原
因
で
致
仕
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
ユ
o
）
。
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
九
年
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
記

述
（
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
に
つ
い
て
の
記
事
）
を
総
合
す
れ
ば
、
黄
文

王
、
安
宿
王
、
大
伴
古
麻
呂
、
多
治
比
牛
養
、
多
治
比
礼
麻
呂
、
大

伴
池
主
、
多
治
比
鷹
主
、
大
伴
兄
人
、
道
祖
王
、
小
野
東
人
、
賀
茂

角
足
、
大
伴
古
慈
斐
、
佐
伯
全
成
、
佐
伯
大
成
ら
が
奈
良
麻
呂
に
与

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
仲
麻
呂
派
と
奈
良
麻
呂
派
と
の

抗
争
は
、
奈
良
麻
呂
の
乱
に
お
け
る
奈
良
麻
呂
派
の
完
膚
な
き
ま
で

の
敗
北
に
よ
っ
て
終
わ
る
。

（
■
）
天
平
勝
宝
九
年
三
月
二
十
九
日
の
、
皇
太
子
道
祖
王
の
廃
立
、

お
よ
び
同
年
五
月
二
十
日
の
仲
麻
呂
の
紫
微
内
相
（
紫
微
中
台
の
長

官
－
朝
廷
の
軍
事
力
を
統
轄
）
就
任
、
あ
る
い
は
同
年
六
月
九
日
の

勅
五
条
（
一
種
の
治
安
維
持
法
）
の
発
布
な
ど
は
、
奈
良
麻
呂
派
の

武
装
蜂
起
の
動
き
を
察
知
し
た
仲
麻
呂
が
、
機
先
を
制
し
て
実
施
し

た
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
1
2
）
■
続
日
本
紀
L
天
平
勝
宝
八
年
五
月
十
日
の
条
に
、
次
の
よ
う

な
記
事
が
見
え
る
。
「
癸
亥
、
出
雲
国
守
従
四
位
上
大
伴
宿
祢
古
慈

斐
、
内
竪
淡
海
真
人
三
船
、
坐
誹
諺
朝
廷
元
人
臣
之
礼
、
禁
於
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
二
　
　
一
φ
　
　
　
上
二

右
衛
士
府
。
」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
伴
古
慈
斐
と
淡
海
三
船
と
は
同
罪

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
萬
葉
集
「
愉
族
歌
」
（
四
四
六
五
～
四
四
六

七
）
の
左
注
は
、
「
縁
淡
海
真
人
三
船
譲
言
出
雲
守
大
伴
古
慈
斐
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

祢
解
任
」
と
記
し
て
い
る
。
萬
葉
の
左
注
に
従
う
な
ら
ば
、
古
慈
斐

　
　
レ

は
三
船
に
よ
っ
て
陥
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
『
続
日
本
紀
L
と
萬

葉
の
左
注
と
の
間
に
は
齪
鯖
が
あ
る
。

　
こ
の
齪
鯖
は
、
古
来
諸
家
に
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
契

沖
は
言
う
。
「
孝
謙
紀
に
よ
れ
は
勝
宝
八
歳
五
月
に
、
古
慈
悲
も
三
船

も
共
に
罪
有
て
左
右
衛
士
府
に
禁
せ
ら
る
と
見
え
た
る
を
、
乙
＼
〔
萬

葉
の
左
注
〕
に
は
い
か
て
三
船
の
轟
言
に
て
古
慈
斐
は
任
を
解
る
と

か
＼
れ
け
ん
、
知
か
た
し
」
（
『
萬
葉
代
匠
記
L
〔
〕
内
は
本
稿
の
補

入
）
。
ま
た
、
土
屋
文
明
は
、
萬
葉
の
左
注
の
「
三
船
譲
言
」
は
三
船

の
轟
言
で
は
な
く
「
三
船
の
受
け
た
譲
言
」
で
あ
り
、
古
慈
斐
は
そ

れ
に
縁
座
し
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
『
萬
葉
集
私
注
』
）
。
そ
の

ほ
か
に
は
、
古
慈
斐
は
三
船
の
轟
言
に
よ
っ
て
罪
せ
ら
れ
た
が
、
三

船
も
ま
た
「
古
慈
斐
を
譲
し
た
こ
と
が
因
を
な
し
て
」
罪
せ
ら
れ
た

と
解
す
る
説
（
『
萬
葉
集
全
釈
』
）
や
、
家
持
誤
聞
説
（
■
萬
葉
集
評

釈
』
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
は
、
。
続
日
本
紀
』
古
慈
斐
莞
伝
の
記
述

に
信
を
置
き
、
事
件
の
首
謀
者
（
事
件
を
仕
組
ん
だ
人
物
）
は
仲
麻

呂
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
。
続
日
本
紀
L
天
平
勝

宝
八
年
五
月
十
日
の
記
述
と
萬
葉
左
注
と
の
く
い
違
い
を
解
消
し
よ

う
と
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
か
一
方
を
誤
り
と
す
る
こ
と
な

く
、
両
者
を
真
と
看
倣
し
た
場
合
に
は
、
仲
麻
呂
の
意
を
受
け
た
三

船
が
自
ら
囮
と
な
っ
て
古
慈
斐
を
陥
れ
た
と
解
す
る
の
が
最
も
自
然

で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
達
し
た
。

　
萬
葉
の
左
注
に
は
仲
麻
呂
の
名
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
仲
麻

呂
が
事
件
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
大
伴

一
族
の
問
に
、
こ
の
事
件
は
仲
麻
呂
の
謀
略
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
な
に
ゆ
え
に
家
持
が
「
愉
族
歌
」

を
詠
ん
で
一
族
の
暴
走
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
が

現
出
し
た
か
と
い
う
点
が
、
き
わ
め
て
不
明
瞭
に
な
る
。
つ
ま
り
、

古
慈
斐
事
件
の
真
相
は
ど
う
あ
れ
、
す
く
な
く
と
も
、
家
持
お
よ
び

大
伴
氏
の
氏
人
た
ち
が
、
こ
の
事
件
の
背
後
に
仲
麻
呂
の
謀
略
の
手

を
見
出
し
て
い
た
と
解
さ
な
い
か
ぎ
り
、
「
愉
族
歌
」
の
成
立
理
由

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
萬
葉
の
左
注
に

仲
麻
呂
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
は
、
家
持
の
政
治
的
な
配
慮
の
跡
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

（
1
3
）
天
平
勝
宝
八
年
当
時
、
大
伴
氏
に
家
持
よ
り
も
上
位
の
年
長
者

（
兄
麻
呂
、
古
麻
呂
、
古
慈
斐
な
ど
）
が
何
人
か
い
た
こ
と
を
根
拠
に
、

「
愉
族
歌
」
を
詠
ん
だ
時
点
で
は
家
持
は
い
ま
だ
「
氏
の
上
」
（
族
長
）

で
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
説
も
あ
る
（
小
野
寛
「
輸
族
家
と
大
伴

家
持
」
国
語
と
国
文
学
四
十
五
巻
三
号
）
。
し
か
し
、
本
稿
は
通
説
に

従
っ
て
、
家
持
は
そ
の
こ
ろ
大
伴
氏
の
「
氏
の
上
」
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　
萬
葉
集
巻
四
、
五
六
六
～
五
六
七
の
左
注
に
言
う
。
「
以
前
天
平
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二
年
庚
午
夏
六
月
、
帥
大
伴
卿
〔
旅
人
〕
忽
生
鷹
脚
一
疾
竜
枕
席
「
咽

此
馳
駅
上
奏
、
望
請
庶
弟
稲
公
姪
胡
麻
呂
欲
語
遺
言
者
。
勅
右
兵

　
　
レ
　
　
　
　
一
■
・
　
　
　
　
　
　
　
一
レ
ニ
　
　
一
　
　
二

庫
助
大
伴
宿
祢
稲
公
治
部
少
丞
大
伴
宿
祢
胡
麻
呂
両
人
「
雌
駅
発
遣

令
省
卿
病
。
而
経
数
旬
幸
得
平
復
。
干
時
稲
公
等
以
病
既
療
発
府

　
レ
ニ
　
　
一
　
　
二
　
－
　
二
　
　
一
　
レ
　
　
　
　
ニ
　
　
一
レ

上
京
。
於
是
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
少
典
山
口
忌
寸
若
麻
呂
及
卿
男

　
レ
　
　
　
　
　
　
レ

家
持
等
相
送
駅
使
共
到
夷
守
駅
家
、
柳
飲
悲
別
乃
作
此
歌
。
（
〔
　
〕

　
　
　
　
二
－
二
　
－
　
レ
ニ
一

内
は
本
稿
の
補
入
）
こ
の
記
事
は
、
古
典
集
成
本
『
萬
葉
集
。
が
指
摘

し
て
い
る
（
H
二
八
九
ぺ
ー
ジ
頭
注
）
よ
う
に
、
天
平
二
年
当
時
の

「
氏
の
上
」
旅
人
が
、
異
母
弟
稲
公
と
一
門
中
の
逸
材
甥
胡
（
古
）
麻
呂

に
違
言
の
形
で
後
事
を
託
そ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

後
事
の
中
心
に
、
い
ま
だ
十
三
歳
に
す
ぎ
な
い
家
持
の
将
来
に
関
す

る
件
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
現
に
、
稲
公
、
胡
麻

呂
の
両
人
が
都
に
帰
る
と
き
、
旅
人
は
、
下
僚
と
と
も
に
家
持
に
も

二
人
を
夷
守
の
駅
ま
で
送
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
家
持
を
自
分
の
「
名

代
」
と
し
て
立
た
せ
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
旅
人
は
、
稲
公
、

胡
麻
呂
の
両
名
に
対
し
て
、
家
持
を
自
分
の
後
継
者
、
つ
ま
り
将
来

の
「
氏
の
上
」
と
し
て
育
て
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
は
っ
き
り
と
示

し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
持
は
十
三
歳
の
折
す
で
に
将
来
の
「
氏
の
上
」
の

地
位
を
約
束
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
σ
家
持
が
、
大
夫
の
列
に
連

ら
な
っ
て
後
に
、
「
氏
の
上
」
の
座
に
つ
い
た
と
し
て
も
一
向
に
不
思

議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
「
愉
族
歌
」
の
頃
の
家
持
は
、
す
で

に
従
五
位
上
兵
部
少
輔
で
あ
り
、
彼
が
「
氏
の
上
」
と
し
て
一
族
を
統

率
す
る
立
場
に
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

（
1
4
）
古
典
文
学
全
集
本
■
萬
葉
集
』
が
指
摘
す
る
（
は
二
六
二
～
二
六

三
ぺ
ー
ジ
頭
注
）
よ
う
に
、
「
神
武
紀
」
に
道
臣
命
が
大
久
米
部
を
統

率
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
考
す
る
な
ら
ば
、
大
久

米
主
と
い
う
名
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
澤
潟
久
孝
が
言

う
（
■
萬
葉
集
注
釈
L
）
よ
う
に
、
大
来
目
を
統
帥
し
た
と
い
う
意
味

で
、
大
伴
氏
の
遠
祖
が
大
久
米
主
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
大
久
米
主
と
い
う
名
が
記
紀
に
見
当
ら
な
い
以
上
、
「
詔
書

を
賀
く
歌
」
の
家
持
が
記
紀
の
叙
述
に
従
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

（
1
5
）
日
本
書
紀
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
古
典
文
学
大
系
本
を

参
照
し
た
。
ま
た
、
古
事
記
に
つ
い
て
は
、
原
文
は
桜
楓
社
本
「
古

事
記
」
（
西
宮
一
民
校
注
）
を
参
照
し
つ
つ
、
古
典
集
成
本
に
も
依
拠

し
た
。

（
1
6
）
四
四
八
七
が
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
の
は
、
天
平
宝
字
元

年
（
七
五
七
年
）
十
一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
仲
麻
呂
は
同
年

七
月
に
、
橘
奈
良
麻
呂
一
派
を
討
滅
し
て
い
る
。
「
い
ざ
子
ど
も
狂
わ

ざ
な
せ
そ
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
事
件
を
意
識
し
た
も
の
で
、
政

界
の
独
裁
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
仲
麻
呂
の
自
負
と
衿
持
と

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

（
1
7
）
北
山
茂
夫
は
、
家
持
が
官
人
た
ち
に
関
し
て
好
ん
で
用
い
る
「
物

部
の
八
十
伴
の
男
」
と
い
う
呼
称
は
「
律
令
官
人
集
団
の
実
体
か
ら

ひ
ど
く
乖
離
し
て
、
き
わ
め
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
乏
し
」
く
、
空
疎

で
観
念
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
前
掲
書
二
〇
一
ぺ
ー
ジ
）
。
ま

た
、
尾
崎
暢
殊
は
、
家
持
の
み
な
ら
ず
大
伴
一
族
全
体
が
現
実
認
識

を
欠
落
さ
せ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
（
前
掲
書
三
二
二
ぺ
ー
ジ
）
。
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（
1
8
）
そ
の
ほ
か
に
、
古
典
文
学
大
系
本
『
萬
葉
集
』
は
、
〕
面
で
は

一
族
を
さ
と
し
激
励
す
る
歌
を
作
り
な
が
ら
、
同
じ
日
に
出
家
修
道

を
欲
し
て
い
る
所
に
、
伸
麿
に
敵
し
得
ず
政
治
に
適
し
な
い
大
伴
家

持
の
真
情
が
現
わ
れ
て
い
る
」
（
四
、
四
六
二
ぺ
ー
ジ
頭
注
）
と
指
摘

し
、
ま
た
、
佐
佐
木
信
綱
は
、
「
こ
の
世
の
醜
さ
に
比
べ
て
、
『
山
河

の
さ
や
け
さ
』
が
慕
は
れ
、
修
道
の
志
が
生
じ
た
」
（
『
萬
葉
集
評

釈
』
）
と
説
く
。

（
1
9
）
ω
と
固
と
が
、
定
立
－
反
定
立
の
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
ω

の
内
容
が
⑬
に
お
い
て
積
極
的
に
否
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ω
が
皇
権
の
絶
対
性
と
そ
れ
を
支
え
て
立
つ
大
伴
氏
の
名
誉
を

強
調
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
以
上
、
固
が
皇
権
の
絶
対
性
を

否
定
し
、
大
伴
氏
の
名
誉
を
疑
問
視
（
も
し
く
は
否
定
）
す
る
場
合
に

の
み
、
刈
と
副
と
は
、
定
立
－
反
定
立
の
関
係
を
も
つ
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
⑭
に
は
側
を
否
定
す
る
よ
う
ぢ
言
辞
は
見
ら
れ
な
い
。

㈹
と
固
は
、
た
だ
単
に
内
容
的
に
異
質
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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